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感情体験の象徴化による感情調整に関する一考察
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【要　約】
　感情調整を適切に行なう能力は，対人関係やメンタルヘルス，ひいてはウェルビーイング
にまで良好な影響を及ぼす。脳神経科学においても，扁桃体の反応として生じる情動の統制
にイメージや言葉を司る前頭前野の機能が関連することが知られている。つまり，クライエ
ントが自身の感情をイメージや言葉で扱うことは感情調整に役立つと考えられる。本研究で
は，Emotion-focused therapy の理論と介入を通して，クライエントが自身の感情体験を
“子ども”として象徴化し，感情調整力を育んだ 2 つの事例を報告した。考察では，感情に
注目した介入とクライエントの変化について検討した。さらに，感情体験の象徴化が，クラ
イエントの感情調整力のどのような側面を反映しているのかを検討した。本研究より，感情
の質感を適切に捉えた象徴化と，その感情に対してクライエント自身が抱く感情，そして感
情に対するクライエントの態度が，感情調整力と関連することが示唆された。
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Ⅰ．問題と目的
1．臨床的問題と感情調整（affect regulation）の関連
　感情を体験し調整することの困難は，身体化や行動化，あるいは対人関係上の臨床的な問
題として顕在化することが知られている（Greenberg et al, 2011/2013；大河原，2015）。ま
た，クライエント（以下，Cl と略記）が自分の感情体験に接触し，探索するプロセスは，
Gendlin（1964/1981）によって体験過程（experiencing）と名付けられ，体験過程の深まり
は Cl の変容を予測する一つの有用な指標と考えられてきた。さらに近年では，脳神経科学
や進化論に基づいた感情の機能と役割に焦点を当てる統合的心理療法が発展し，注目を集め
て い る（Barlow et al, 2011/2012；Fosha, 2000；Greenberg, 2011/2013；Lee & James, 
2013；Linehan, 1993/2007；Young, 2006/2008）。そのような中，国内でも Emotion-focused 
therapy（以下，EFT と略記）（野田ら，2015；山内，2015），スキーマ療法（伊藤，2016），
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弁証法的行動療法（森， 2014）などの報告がみられるようになってきた。これらの立場をと
るセラピスト（以下，Thと略記）は，感情に関する心理教育や安全な治療関係を提供する
ことによって， Clが適切に感情調整を行えるよう援助する。
本研究では，これらの統合的心理療法のうち，特に EFTの理論と介入を適用した事例を
紹介する。 EFTでは感情の気づきや体験を促進すると共に，感情体験に基づいた語りを作
り出すプロセスを重視する（Greenberg,2011/2013）。脳神経科学の知見からも，扇桃体の
反応による強い感情を調整するためには，言語やイメージを司る前頭前野が重要な役割を果
たすことが明らかとなっており（Goleman,1995/1996，大河原，2015）， 言語やイメージに
よる感情体験の象徴化は，脳の仕組みゃ働きという観点からみても，感情調整に有効で、ある
ことが示唆される。そこで本研究では，言語とイメージを用いた感情体験の象徴化による感
情調整について2つの事例を元に検討する。
2.感情調整のための治療的介入
Greenberg (2011/2013）によれば，感情調整とは，人が感情に気づいたり，それに耐え
たり，言語化したりすることを通して，苦痛を調整したり，欲求を満たしたり， 目標へと近
づいたりするといった形で，感情を適応的に用いる能力を指す。感情調整力の一部は養育者
との早期の体験から育まれることや（Stern,1985），養育者による感情体験の否定が子ども
の臨床的問題と関連することが指摘されており（大河原， 2015），多くのClは， 生育史の中
で，養育者との情緒的なやりとりを通して感情を調整することを学ぶ機会に恵まれてこなか
ったと考えられる。そのため EFTの立場をとる ThはClの感情が表れている言葉や非言
語的なサインに注目し， Clの感情を代わりに表現したり，感情のサインとしての身体感覚
に注意を向けるよう促したりして，Clが自身の感情に接触しそれを体験し，自分のもの
として再所有するプロセスを援助する。また， EFTでは， Thが 「その涙に言葉があるとし
たら，どんなことでしょうか」と Clに尋ねるという介入もみられる。このように，Clが非
言語的なサインで表した感情をセッションの中で取り上げることで， Clの中に感情が発す
るメッセージに耳を傾ける態度を育むことができる。さらに，こうした態度は， Clが自分
の感情をなだめたり，自分を思いやる能力を培うことにもつ ながる （Greenberg,
2011/2013）。つまり，Clの感情に注目した Thとの情緒的なやりとりを通して， Clは次第
に自身の感情体験へのかかわり方を学んでいくと考えられる。以上を踏まえて，ここから
は，EFTの治療的介入を経て，Clが自身の感情体験を “子ども” として象徴化するという
感情調整のプロセスが展開した2つの事例を取り上げる。考察では，感情体験の象徴化によ
る感情調整の治療的意義を検討する。
I.臨床素材
l. 2事例に共通する概要
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il. 考察
1.感情調整を目的とした介入とクライ工ントの変化
2事例のClは，いずれもその生育歴において，養育者との間で自分を圧倒するような感
情や心理的痛みを伴う感情をなだめたり和らげたりする機会に恵まれなかった。事例A.
事例Bがそれぞれ精神科クリニックを訪れることになった問題の背景には，こうした生育
史に基づく感情調整の機能不全 （Greenberg,2011/2013）があると考えられた。両事例とも，
自分の感情を体験から締め出すことによって環境に適応しようと努力してきたが，締め出さ
れた感情は結果的に対人関係上の問題や行動化として現れた。 Thは，セッションの中で表
された Clの非言語的なサインを繰り返し取り上げ Clがそこに含まれる感情を排除したり
無視したりせずに，その感情の声に耳を傾けられるように援助した。その結果， Clは自身
の感情体験を子どもとして象徴化した。 一連の逐語にみられたプロセスは，フォ カー シング
のようであると思われるかもしれない。日笠（2003）が述べるように，フォーカシングは
Gendlinの理論から生まれた介入技法でもあるが，うまくいっている心理療法でClが行な
っていることでもある。事例Aでは “子ども”と一緒にいようとする様子や， それが持つ
痛みを共に感じている様子がみられた。また，事例Bでは“子ども”に話しかけ，面倒を
みることで感情調整を適切に行うことができ，自己効力感が高まる様子がみられた。以下で
は， 2事例において特徴的であったこの感情体験の象徴化という現象について詳しく考察す
る。
2.感情体験の象徴化と感情調整
本事例にみられた感情体験の象徴化は，以下に述べる 4つの事柄を反映していると考えら
れる。まずひとつは，心理療法を通して， Clがこれまで避けてきた感情を十分に体験し
その質を的確に捉える力を育んだということである。これは， Clが自分を悩ませたり圧倒
したりしていた感情に飲み込まれることなく，感情を体験できているということも意味す
る。感情を対象化する力は 強い感情に押し流されない自分を取り戻すことへとつながる
（日笠，2003）。つまり， Clが自身の体験を言語化するとき，その体験が帯びる質感を捉え
ることが感情調整に寄与すると考えられる。特に事例Bでは Clが自身の感情が帯びるケ
アされるべき性質を捉えたことが，自身の感情の面倒をみるというかかわりにつながってい
った。McMain,et al (2008）は，感情調整の基本的な原則として，感情への気づきと受容
を高めること，感情を和らげること，そして，新たな情報に接触して感情体験を再構成する
ことの3つを挙げているが，本事例にみられた“子ども”という象徴化は，この“新たな情
報”に当たると考えられる。
次に，“子ども”という象徴化にみる Clと感情体験との関係性について検討してみたい。
事例 A,Bそれぞれに，“子ども”として感じられた感情体験のそばにいようとしたり，ケ
アしようとしたりするという形でClの主体感覚が高まる様子がみられた。感情調整の機能
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不全状態にある人は，自身の感情体験に対して無力感や排除したい気持ちを抱いていること
が多い。これは歪んだメタ感情観（meta-emotion philosophy）と言われる（岩壁，2010）
が，本研究では，子どもという象徴化によって，その感情体験を無視したり非難したりする
ことが減り，Cl はその体験に内包されている苦しみに思いを馳せるようになっていった。
つまり，Cl のメタ感情観の歪みが修正され，感情的な痛みや傷つきは排斥されるべき弱さ
や欠点ではなく，ケアされるべきものであり，自分にはその痛みを受け止め和らげることが
できると認識したことが示唆される。こうした Cl の主体性について，Lee & James（2013）
は過去につらい出来事を体験したのは Cl の責任ではないが，それをケアすることは Cl の責
任であると述べ，self-compassion の重要性を強調している。
　さらに，“子ども”という感情体験の象徴化には，感情体験に対する Cl のポジティブな感
情が反映されているようでもある。感情に焦点を当てる心理療法においては，しばしば“感
情に接触する”という表現が見受けられるが，そうした試みは単にその感情に触れたり感じ
たりすることに留まらず，その感情に対する感情の喚起を伴う（Greenberg, 2011/2013）。
これまで，感情に対する感情として，恥や罪悪感といった陰性感情が喚起されることが指摘
されているが（Greenberg, 2011/2013；奥村，2014），本研究においては，自分自身の感情
に対して愛情や慈しみといった陽性感情が喚起されることが示唆された。愛情（love）や慈
しみ（compassion），さらに好奇心（curiosity）といった陽性感情は，近年，心理療法にお
ける変容にかかわりの深い感情として注目を集めており（Fosha, 2000；Fredrickson, 
2013/2014；岩壁，2011；Lee & James, 2013），Cl の感情調整にも寄与するものであると考
えられる。
　最後に，感情体験の象徴化を通して，自身の感情に接触すると「やっと会えた」「やっと
見てもらえた」という言葉でその体験を表す様子も，両事例に共通してみられた。Fosha
（2000）はこうした Cl の体験を Amazing Grace の歌詞を用いて説明している。つまり，感
情への気づきと体験を促すかかわりを続けると，Cl は，かつて環境に適応するために手放
した感情に対して，もはや盲目ではなく，それを発見し，所有し直すというプロセスが展開
することが本研究においても示された（Fosha, 2000）。
3．まとめ
　本研究では，セッションの中で感情に焦点を当てた介入を行う中で，Cl が自らの感情体
験に接触し，それが持つ傷つきや痛みという質感を捉えて，ケアしようとする気持ちを抱
き，体験を再所有するという一連のプロセスが展開した。感情を適切に調整する能力は，
Goleman（1995/1996）により EQ（Emotion Intelligence）の一つとして定義され，対人関
係やメンタルヘルスだけでなく，個人の学力やウェルビーイングにも良い影響を及ぼすこと
が明らかになっている（Goleman, 1995/1996；Greenberg, 2011/2013；Lee & James, 2013）。
心理療法を通して，感情調整の能力を高めることは，Cl にとって今後の社会生活ひいては
人生の質を高めるスキルを獲得することにもつながる重要な要素であると考えられる。
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Ⅳ．今後の課題
　感情の体験や表出には，文化差だけでなく性差による影響が強いことが知られている
（Greenberg, 2011/2013）。今回は，女性の事例のみを提示したが，男性の心理療法過程にお
いてみられる感情体験の象徴化についても，今後検討する必要があるだろう。
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